
〇 〇 〇 〇
特 特 特 特
定 定 定 定

平 調 調 調 調
成 達 達 達 達
十 契 道 契 道 契 道 契
三 約 教 約 釧 約 留 約
年 に 育 に 路 に 萌 に
八 係 庁 係 土 係 土 係

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇
都 都 道 道 道 土
市 市 路 路 路 地
計 計 の の の 収
画 画 供 区 区 用

道 法 支 の 用 域 域 法
室 に 変 の の の に庁
蘭 よ 更 開 変 決 よ

告土 る の 始 更 定 る

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 知 農 知 特 土 道 土
共 事 林 事 定 地 営 地
測 権 水 権 調 改 土 改
量 限 産 限 達 良 地 良
の に 大 に 契 事 改 区
実 係 臣 係 約 業 良 の
施 る 権 る に の 事 役
の 保 限 保 係 施 業 員

第

〇 〇 〇 〇 〇
大 大 一 公 特
規 規 般 衆 定
模 模 競 浴 調
小 小 争 場 達
売 売 入 入 契 告
店 店 札 浴 約
舗 舗 の 料 （
立 立 実 金 物

号

毎
週
火
・
金
曜

月 る 上 る 木 る 木 る
十 落 川 落 現 落 現 落
四 札 教 札 業 札 業 札
日 者 育 者 所 者 所 者

等 局 等 告 等 告 等
の 告 の 示 の 示 の
公 示 公 公 公
示 示 示 示

火 （ （
二 二

曜 件 件
） ）

日

木 開 示 案 事（
現 発 の 二 業
業 行 縦 件 の
所 為 覧 ） 認
告 に 定
示 関
す
る
工
事
の
完
了

通 安 に 安 る 行 変 の
知 林 係 林 入 の 更 退
の る の 札 同 計 任
指 保 指 の 意 画 の
定 安 定 公 の 届
の 林 告 決 出（
解 の 二 定
除 指 件
の 定 ）
予 の
定 予
定

地 地 施 の 品 示 目
法 法 統 の
附 第 制 購
則 六 額 入
第 条 の ）
五 第 指 に
条 五 定 係
第 項 る
一 入（
項 廃 札
止 の（

変 ） 公 次
更 の 告

日
発
行

（
建（ （ （ （

都 道 道 道 設
市 路 路 路 部
計 整 整 整 総
画 備 備 備 務
課 課 課 課 課

（ （ （
土 土 土（

建 地 地 地（
設 資 改 改 改
部 源 良 良 良（ （ （
総 治 治 治 管 指 指 指
務 山 山 山 理 導 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

） 届
の 出
届
出

障 （
害 道
者 立（ （ （

地 地 保 食 病
域 域 健 品 院
産 産 福 衛 管
業 業 祉 生 理 発行
課 課 課 課 室

北 海 道
（総務部法制文書課）

八 七 七 七
〇 九 八 七

３
て件こ件こ

け条条とア

一に

事の い付付ろ申

薬

札 こ般般よ請

法入 る一
と競競り

） ） ） ） ）

七 七 七 七 七 七
七 四 四 三 二 二

２

り献オ契納札平道

た入

行

の血ムに成が

単ヴニ参
北指

価ェパ加年う 約入

ノーす

） ） ） ） ） ） ） ）

七 七 七 七 七 七 七 六
二 二 二 一 〇 〇 〇 九

協１
調次

のおの平入

次な定

達の

札 と、適成

おこ用

す達 付

りのを年を調 に

般札け月るを

一入受８

） ） ） ） ）
電話

ペ
六 六 六 六 六 ー
八 八 七 七 五 ジ 印刷

北

〇 〇 〇海

河 北 運道

口 海 転告

付 道 免示

近 沖 許第

に 釧 合 道 取
お 路 海 連 得

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
特
定
調
達

道 契 道
北 約 教

２

地 和。争争、の は 昭

入入時 方

期

自 年札札の
掲

法 律加あに

治 法参で

格のげ平

施 第資る
行
のでる成 号令
審、資 ）

和札を８ 第昭 査入格年

に有月

条年参す

者道競 期場 グクる海名

ロ

に告争
札 リ リ間所必示入 シ ブ

に ン ン要第

－な

平北資号関 ジ
成海格にす

道規る

年立定指

札す名 ％
１北物停 ・・月幌るを

物す

す
る 競にる
る等物 事

争係。日品る

達名又

札調項の品

入

規れ

下、、こ

以は称は
格と 入

調の

」４び等

札年及同
達品

と月
い

け 十 域 合 者号

る 勝 に 海 教
海 お 区 育「

さ 区 け 漁 の告
け 漁 る 業 認
・ 業 と 調 定
ま 調 ど 整 に
す 整 の 委 関
」 委 採 員 す
採 員 捕 会 る
捕 会 制 指 規
の 指 限 示 則
制 示 に に

見 に 育
方 係 庁
面 る 実
公 落 習
安 札 船
委 者 管
員 等 理
会 の 局
告 公 告
示 示 示

令しかか １政加る日 第

うう９ の第よどら 項
規

に）すの７ 定号とか月

者査ま よ第る審日

はをで る

六 、申 医条

五

販の
かし 品５
ア請 薬の

日野品止

ウけ 売２
らな

か病のさ

ほ入て 瓶）ら院購れ ／

資な 箱成かのい ）１平
９
年病格い ５

入月有と 筒 瓶３院をこ
す。

まこ

日る ）
でと

。マ定を

う日予質

箱。

シる

をケ量す

）ラ数有

海格

すで北規

施ュ同

実

の

さ知位

。成道単

る作
府１

政堀の

たも

れ事

限 つ よ
い る
て 代

表
者

示 の
氏
名
の
変
更
の
届
出

許定
でば の規
まれ 業の

めな をよ
定ら 可に
にな び

達及

調箱

。

受るるい る当

す也瓶

関１

に達

八 八 八
一 一 〇

八
〇



定

入入、なにの

要そはし
け定対
ると

者希にれめ象

札札
者めな審す のに望定ば
な基。

めがるら査る

求
ら本当

北 海

年規よす

８９

効定。

則 北 落有りる契

札約 海 交

規和 入た 者書 道昭 なめ

札予 の作 付則
北 し価

決成 第年 を定

定の 方た格

道 公 報

６７
説

入開開札札交

入入入
金書 札札札付 証明

札保
証 日場日場 、交

はの 保
免付

第

４５
道執

約 審海札入

契北入

行幌の札 項 を札行

条 査
す場 た中所 示 っ市場 を
と央及

号

イウ

平申申

成
請

請
十書
三の類
年の
八

示医。に

れ告該い準

提

品札ら

義と薬入照

他る
の係望た

等に希し

務同

作、

質有の果

品る者結

す等し用

有性成採

を効

号海

同資資能

るのた可

道 ） 者 方要

う価
規 第 法法の単否

則

ち）

、の 条第
第

項。 場海限 １号 の北制

規下 で病範 の以 所道の

定

交院囲

よ務 す業で に財 付事内

金す関所

除に

規 るの最

事北北

。る
るす

時所時
同道道

成にに項海海

平
同
９。。幌健

年じじ札保
中祉

月市福

所

き区び 場

区道

日央部

審条

、３時

は所北日

北査西北健
福 海結６海

保を目札北
祉 道果丁道

請北市道
１ 健申幌海

部
央健
会 祉者海中保

号 福

室 道通保区福 議 部に道

方

月出

十法先

四
日

札

書ば道

請れ海

申け北

類な

火

提な市

のら幌

曜

先。央

出い中

日

格及は判

規料料と

の区

約れ

位製契さ

単び、断

の本当場

も見担た

の剤
審み

入入がの

でを者合

よ前す該

しの査当

札札

低 り

とまも札

う日る入

に価 の」 務の そ則 。財

う すにい 関格 例と
） こ） 特価 る。 る単 よ
をで と第 例
定あ と

る１

るも れ第

める さ条

病

午北立

則を 北項

規の

条院

前３
６理

時西管

合
場
る
よ
に
送目

郵丁室

立知健北祉
、
は

る祉条道 郵 病す福３部

６病 に 管。部西立 送 院

目管 る 室立丁院 よ 理道

） は

管北室 合

院理 場 病

番
本便
庁郵

室道、

理海

６

よ西

に条

示３

指北

庁

書
請
申
た
し
成目

作丁

り

るにと落

すでのを

を
類

合出、決

場提し札

．． ．

落 海の
にと

和者 財定

昭札 道規
務

イ

契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

続び及の入

手及札札、

）
着
必

入入わな算契

号問加ア
に

掲札札ずおし約名

に

消消合関

げ金書、、た

入等記費費計す

る額に

６
舎号

階
保－

審入料可開

アイウ資用

希にと
札 組安吸札等能

性、望基す 査の 成全収

出
提

効に分者づる
時 、

な
し

、び品

お及薬

な性医
効

札全有

入安の

本契行説

に日び執札 在

通は、書

い国約は明

お

調開よ

使貨、公に

地て

手る。

北電す達する

用
語の

道番言続。

海話る

幌及停

札号
び止 市

に載税税金る

中－通等

に務

及係す等等額事

札

き当１を称

びるる抜相

の費額価額円担

こ消金

満す北

公税は格は未当

当当のる海

告及、相、

地費額該端組道

にび消

め方税代数織保

定

名福

る消等単金がの健

請る称祉

入費に価のあ

関布がき。
に

札税係）

査

い ・す、入審 基お 能
資謝準にし

て 効る代札
そ本

２ 及料及付、

、 果

と示

規 用排う告

に びび

る同

す ・つすと

定 法せ

薬の

資 量関医等

る 用に

性効

を にる品品

格 等す

はつに

者に等

望等性

希

資

札説る

入てす

、い関
ら
まめ

日求
前を料

の明
のれ
で

貨が 央

有

北り － 区

得 ３

る

丁線 ６内 西。

条
目
－

にると求と及部
所立

関以課すのきび道

き、在病

す下税るとは

る事こ

の管

条消業とにそ地院

税で算端理

件費者。加

るる金

違等あす数室

に

免とを

しとかこ額

反」
入う税切

たい
は）業費捨

札。事消り

し す料有を

有 関資の質
及る

い 資性す

な る効有
全格し 安規

の び同

者 料

、 にと札 等位入 性単た

間た

てさ務 い断財 つ判

、そ
て、

いは
お合

に場
担応
約に

契れ

六当じ

六

当ば
られ

かけ
者な

無取で等る

、の者税て

といる当）

効扱あ相。

れ規
。
るをを

すか額。

出も第 提た則 、
さの

医ら
該な

た採各

れを条

有
の。
品い

薬な
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胆約海札入入

契北入

平 振条道執

成 支項札行札札

十 庁を幌の

三 管示市場場日

年 内す中所

八 に場央及所時

北 海

２

委工札の北計道

入次設

参ず道格行

にい海資が

設名指

加れ建者う

託事

競

るも部簿名

期概すに

間要者該作に

道 公 報

１ 北

次 海

の平入 道

と成札委北 告

に託海 お 示

り年付を道 第

一８すす立

般月るる太

事業陽 競 号

争日項務の

第

６６

年月

９な

以以未

月お日平歳歳歳

上上満

１、限成

日平り

の か成、年の

止月未

ら９廃８者歳者

施年

大満小 行北す

す海る日人の人

号

第２ 北

条 物 海

価条の 道

統及規 告

制び定 示

令公に 第

衆よ

昭浴り

和場、 号

入北

月 営所区び

十 業北日

四 所３時北北平

日 等条海海成

を西道道

す丁幌本８

有６札庁年

る目市庁月

火 こ中舎

と北央６日

曜

道北保午

。海区階

日

入

に当成登争

保３健前

所要る平さ札

必すの載

約まをなこ成れに

契ひ

て関 のわ設資と

るる

日り置格。年いす

ら園管及こ指

か学）度

棟平。を

平ほ理びと名

３成停

成か

止 年学既
園存年さ

称機

札名多

入の園
所

下便

以能

い実

と事

」工

札備

入整

る道。）者）

。設

う施

。告

）

第人

示中

号
入

場
浴

衆円円円 公

お

令金に

勅料道

年浴海
統け

第の
制る

４指浴 第の衆 ）額公 号

料 物に浴 、等入 条定場

価関

健条福

福西祉時

祉６部
議

害会

障目号

部丁２分

便度れ

課
祉
福
健
保室

者

月
増所北て

まに修道な

日築改海い
と

りよ争こ

でよに競い

園機参

学多札。

各り入
者

所所格

か便資

２能加

施
実

を
）計

つ設名

ずを

浴

堀
事
知

。道

る海

す北

知

額道

制海

統北

の
金

料

金

平
、
は
）堀

定
指事

の

令制 令省統 制るの 統す
額 施

の
和次 令昭を 行

厚お 和年と 昭
生り

第し 令令定 政省指 年

事当

に入る捨税相

号ア
金をた業す

掲札落額て

金

決 る額加金者る

札 げ

）の

多置簿

入に算額で

便築

能建

機
参
札札提提開

要入入そ

申希のの 加加出出

札 参

７８９

也
達

込望期場

時

札

郵郵落財契

者効書

務 交便便札有約

則 付にびのな作

規 等及
報定札の

第 よ電決入成

成達

方る

６

８
年也

証第う入

以金入。札交

下を札）説

納保第明付 条

書 の 消付証

の場

、 第

費す金

号平

号）成

）第
５

保 札札に
札 札

開開入
入

係し）あ額

定 場日加
参

入

当 及るたをるを

に 札

額っ免札

た び消金もか

て の税て税書

っ こ費

札業記

は 告等当落事に

に取金価者載

、 示の該

ある

札 定扱額格です

入

る１するこ

書 めいにと
のを。

記 入円るかと

に

限所他
お 書者

に

載 札未

北

、 出次

て 提、

い のは

道

に よ成便海

２ に平郵
番規 り

す 定８健

定 所年号保
福る の月
－祉資 入

部格 札日
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入に方に要

るる 第 法札よ法限否 条

札） 項 入。 １

場認た 規 話のはし の 電
でなを に

号所め者 定 番
交い落 よ

す者 定

－付。札 り

ると め

所 か び 税るの交 条 及

－

」と付に ら 北 等こ納付

道 と。の関 第 海

す北北 財 い免

事道道 務 う除条る海海

）納で項札保 規 。、ま

相付の幌健 則
法め中祉 昭 当方定市福

を等る央部 和 額

金よ
し
証

年 含はと区障

す
と
う

所時

、

じじは

同同者

ににる

に満で問

の
者
の

そ

。。

す端入ず

れ 関の、わ

さ

条がに見

金 る数札、

た

にる加も

に 件あ参積

額

反きるた 該 違とすっ

当
金六 額 しは者契

七

入そ、金 の た、は約

札の消額

北者

有 加害

は端費の 分

い 書道健

な 込海保

し 申

市課

の 提幌祉

者 を札福

こ区入 る央た す中し 出

西務 条財 。３、 と北札

。す た
る 予
。 定

範
の 線

格 内

価
内

－囲
で

北 む、こ北害

価
の

低
最

方に条保 海 。地ろ３者
６福 規 の自よ西健 道 ）

治る

法。丁祉 則

の施目課 第 分

行

相。

に令号

す和下

当昭以

る
約

契
た
っ
も

積
見

額年財

額
金

の

及
税

費
消

、数税

５
相の 効額に に分 無金等

とを係

当 す切る

丁則 ６規
。
るすり課に

目第

政務

入
て

っ
も

を
格

各
条

」

の第則

上令規

以
入 消
方

地
び

保）い

札号と

税
費



大０大平変閉

ウエオカ

大

規成更店 規 規

すの 模模 模

売８理め

小小小年るた

店店店月由

売売

北 海

ふ旭大氏株旭代

の

アイ

取

規じ川規名式川表

大

小社流締

模神市模会市

売シ楽売ふ通役

小楽神

店ョ５店じ団社

道 公 報

規１ 北

大模 海

規小平 道

模売成届 告

出

詳

小店 示 細

売舗年事 第

店の８項

は
、

舗設月の 入

概 立置 号 札
説地者日要

第

約名所の

契こ

アイアイ

執

すの 在 関札

に入

日場
時所事称地行

る

号

者入

イ
平落で札

成札あ説
十者る明
三とか会
年なをの
八

内内日

舗舗舗１

っ申日

止止舗

廃廃店

ののの

内

合

店店の

のの積

前後面

積積が

面面計

舗舗

のの

合合

ピ９を１

舗ッ条舗地長

置１車

名ン丁設条六

の
ンる目

及セす丁

称グ目

地氏

在ーの

所タ者亮

び

書ら

明法か

名
は

又
名

模

よ成規

に平大

る

の
第舗

律店
法売

。年小

を、

務は

第に
）止

号廃

話開

平北担北郵北電公

番道番す

成海当海便海

道す道

健。

年伊る保号保号る

８達組健

福 月市織福

幌の祉－祉－
部 日美名部

障－ 内称障
及害害 午
後番び者北者

月たし時

十者出及

四はるび

日

定
決

札。
落と所

、こ場

火

速
後

曜

か
や

日に

下
以
ル
ト

ー
メ

方
平 計計

並
所

住
び

及
称

日
る
な
と

６つ

て
っ
あ
に
人
法
に
び

海

項出北

５届
第て

条い
た事

定っ知

規あ道

のが
の
次
、
り堀

よ。
に

在健道健

２地所保海保
祉線 １地福札福内 時の

祉幌

北課市課

海中－

道央

園西

の条

陽３

太北

立区

課
の

等
税

費
消

議丁

会６

１

か
る
あ
で
者
業
事
税

域

平届氏

の月
生

事規式

活日成出大名株

環ま
８の小社

境で年項模会

表
代
は

保北月概売

のに

り

者
北

大大な 海

規規お 道

模模、 告

小小同

届平

示

売売法

閉出成

第 店年

店店第 の月年

舗舗８

カ

大
り也

お
と達

た日８

大０大平変

ウエオ

代大

規成更 規 表規

す 模模 取模

２
室目

締小小小年る

ふ旭大氏株旭

届の

アイ

事規じ川規名式川

出大

小社流

項模末市模会市

業
事
税
免

の小広末

出成
届平
年

要店ラ

日８
月年

持海

設

た網をズ

の道日舗ル

商る

慮庁す

配支置

め走
事働氏

き労の

べ工者

す
つ課は

に光又

項観名

立の条 号

日法置２

１地設第

め月

者項
変定

成ら規

平かの
き

律つづ

法に基

年更に
て、

第い

由

役売売売８理

号届当

長舗舗舗１

社店店店月

廃店

六ののの

内内内日

の積

前後面

止止舗

車廃

面計

舗舗合

店店の

亮の

売シ広売ふ通

積積が

面

舗地

要店ョ東店じ団

概

設条

のピ条を１

舗ッ１
す丁

称グ丁置１

名ン４

所タ者

びンる目

及セ目

日
１
月

又
名

地氏

在ーの

び

意着及

て到称

いに名

北並

有よ所

をる住

見す
者出道に

る提海び

すう
こに

、る事人

はす知法

出該
にがっ

面と堀あ

書

第っ模

則あ規

附が大

）
１舗

第店

条。売

５た小

にる

定す

規置

の設

項を

よ者

のの

合合

下
以

ル
ト

ー
メ

方
平 計計

所
住
び
及

称
名
は

る
な

と

あ
に

人
法
に
び

並

六
八

平る達代

りきは

よでて

也者

成。表 の周

次の

、そ

りが
年の

表
代
は

て
っ日

お地

と辺

者



変平上

イ

平 大駐更成記

成 規車変変す

十 模場更更る年の

三 小の前後年７変

年 売自））月月更

八 に 店動日

北 海

）
後

更
変

道 公 報 第

見更大は

北変て
ア

本よ模表更

市し規代変

４と売の）

町う小者前

丁す店氏

号

模ズ

幌表規ル

札代大ラ

平役売ー

豊締小マ

市取
平横舗本

区店ト

月 舗車入入日係

十 のの口口る

四 施出１１も

日

の口所所以

設入かかの

営数出出の

運の、、外

方及入口事

火

に位５か

法び口１項

曜

す所、

関置か所

日 る出

幌表

旭代コ千代株札代

取会市取

川表ニ葉表式

カ市締社豊締

市取カ県

区

区役ラ川役平役

４締
イ柏荒ル平横

３ー市ラ

６野メ井井ズ岸山

条吉

条

丁ー町１

４巌ン丁二１清

目ジ３

表限

北株北代有常代有

会郡取会

見式見表限呂

本締社端締社

市会市取
端町雄

町町役野役

本社
４オ５

二佐産

丁リ丁金野字合

８樹区昆商

目エ目崎花

ン
タ番哲園

健 番 ル９也

札代大

３事に

目る舗名

地い式幌表岸

番項お株

小社豊締民

１て会市取

ル平横

業ラ区

売平役治
清

者条

う１

行ズ岸山

を

称

１名店

岸山の町

の１

９在

目所

丁び

１清及

条

所
か

５

項口

事入

６
－地

目

番グ目丁

地株

９

会－ 番 の式
地

ーの リ地 ク号治

４ 社６

又９

名目

氏丁

グ
ン

ニ６

並
所
住
び
及
称

名６

は－

次

法
に
び

北

土の 海

と 道

お
地 の

告

り
改 祝縦午

示

役
良 日覧前

第

員
法 に時９

関間時

の

２３

すか

成出縦北北縦平

届平届
書覧海海覧成

出
年
月年等場道道期
走８

日７の所経網間年

月縦済

前

大開閉来午）荷午

で

が９ば７

規店店客前さ

ウ

っ
あ
に
人

模時時

規
大

廃 荷 駐

模 棄 輪台さ

小 台

アイ

場ば物

大 大

規駐 規

模車 模

昭 小小場

退 号

法午任
和 るら

法 ５届
年 律後の

が
律 昭時出
第 和

分あ

年まっ

第第

律。 ）

法でた 号
条

覧部支月
号

日地庁
産工
域商日

光ら

観か

課働）

業労火
成

課平
年

施か

小刻刻駐時き時

売車
午をかに午

店場分設ら

に前後利らお前

舗午
９用午い お

９荷ま

い時時で後て時

てき

ば、

小年る時さで

売間時
間分き午 業
午で行４

を日帯まを後

舗

収施の店

のき等売
行

面施施

台の管の

容設保
量営

容運

のの

積設設

数

店店収

売売の

関
に

法
方

設

の施数

内の台

舗舗容
関

のに

積置

面配

舗の

店

）

第

る

計す

合

に る

定 す

規 定

の 規

項 に
をり 日よ 休

六 除、

九

月

地 ）土 。和 く共

日
で
ま

）
金

う前う時

土
、

日
曜

日

の時間とら

者９年こか
が午 開）

る時

時午き７

店日で後

び時間で

及８時ま

刻前

帯 閉
事
る
す

午

刻ら

時か

店分

曜

、
ら

か
区

良
改

項
事

項

時
９
後

民
国
び

及
日

ま
分



１２

札調調履履札の

入入次

行 をを参ず に達達にい

るるすに

すす加れ 付行

者該 る期場 特特るも

す
定定

北 海

協 北

次な定 海

のおの平 道

と、適成

平

告 成

おこ用 示

りのを年 第

一入受８

年
８

般札け月 月

競にる 号

日争係。日

道 公 報

項盤 北

土の整 海

規備

白上

道

定］

地 和

告

に
改 天

示良 滝別

よ農 第

り道

法
、） 昭 中畑暗

平） 号

間帯ょ成事

和 山地き

第

北

次そ地 海

のの平

平

道

地関成区 成

告

名 区係 示

に書年 第

つ類８

いは月事

て、 号

理、平日

号

年 成

任 平

退

平

月 成年
十８日
三月

年
八

所必す

役役に当 事

日理

なこ

のの要る

項務務日

格。

称様平造資と

名仕

所

及等成船

び
数年

量入

る

業書
漁明日

説９
札月

達
札調

入
下、

以は
入

と月
」４

札年
い
。マ

う日

業 年 地総）

律 総整８施

法 域合年の

整１に

第 合備月行

備担日同

い、意 号

土育沢た 第

客手栗し ）

、成町。
う ２

き］行 の

暗型の 条

ょ

道成
営

改月
地８業

土年

事良

の

世のら
業か

事日
土

友良、
改間

良地日

月事

十・

四監

日

別
の

事

火氏

曜

日

北っ
ほ。

船る
締よ

取に
理
修

事架

知上

道い

海か

ュ
実シ

をケ
）ラ

事
工

堀

道。成

海る作

北すで
施

達
調
府

堀政
た

事れ

知さ

改 項

農道地 ５

、農土 第

改業お

地農良 に

用、

い 良用

地 用

全排線 準

保用号 て

北盤 同
基 る

、区 す

）水

一

道道備 第

海海整 法

北

北

更縦
変の種

嗣業般
事

を供道

内画に海

岩計覧

和める事類

共定す知

郡
足縦

発。堀

町た。

堀
事
知
道
海
北住

名
番覧

７

也

式

達一
保和る入
と札交 入以証入
北ろ明

下札 札金年こ説

保 にを

よの

証 消 参納海に書付

６

る

也す
関

達に

加付道

５
行

札 執
札入入開開

入入

場保 の札札札札

網釧促

支支第

走路進 条

４

庁庁１基

申査道
約 審海

イウ契北

書行幌 請項 請を札
条 申

所
也

４場

地達

類っ市 を

３

者かア 認条

はの

を付、審申 条 造定件こ
５ 入 所受一ア査 の の 船

ら申 の 札 内け般かを請

也
所
達

にた競

行ン

成がト

平道総

年う数

税 しす規る交

金 費 北指

に

納 等 よる則。付場 の

関所

付 」 うこ第
の と とと

う る。る

免 い す。号す

下項海

、 。 者以事北

除
付 相 、道

納 ） は

法 額 の務幌

方 当 そ財札

は 含 の則中

等 を 者規市

時金

び
及証 場日場日 所

時
日所時所

海央成にに

北室中平
同同 道郵区
３９。。

札送北年じじ

市よ条月

幌に
中る西

方提と央 す

のた中 示 の

３

法先は所北

出き区 場

申け郵北電査西

審条

、
番果丁

請れ便海話結６

な号水号を目

書ば番道

のら産申

類

請北 林 提な

２の は

出い―務－者海

入まし の 、 乾ア争ウ請

ッミ札でな 規時 地 ドル

に 自 ク修参にけ期 定 方
資めば よ 治 又繕加定れ

乾術格るな平 る 法 は技

件 行 ド者のとら成 条 施
令 ッを審こな

一

ク有査ろい年 付

るよ月 般 昭 にすに。８

競 和 準
ずこり

入型 告争ン 道競ト 海名
に舶 第札船 示

指） 規る船 にす鋼 号関
船停理 るを修 す名の 定

。 積と区

、 む 見」央 の

の っう３

令 ） もい北

政

た。条

第

契）西
丁 の の
約第６ 条 分
金

目 ７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る

目午

区合丁

央場６日

及

時

条郵北２

３、後

北は
６番道

西便海

目産送

丁号水郵
林に
部る

北―務よ

海

資場 道

に道

庁源合

部 先。

通水 資－ の
指源知産

す林 示北管

る務
資 内 よ道課。部

に海理

管

作幌源 線 り札

成市

課

し中－理

た央

と、日 争

書３

請北

申区

る

のら 札 政 設。２か 入 年
で 令 備
特及日 あ 第

種びま る

で の 号
下

台掲 、 以

架に で 。

上
びる 札

及げ 入
加 」

路格 参 令

斜資 に 政

建れ力 のさ能 舶止

）を

て はなっ 又い持 造てを
こ のとる 理こい 修い

七と 資。

〇

す
有

を。 格

規 上
地ま 務 以
び条 財 額

費定 入
消の 則 の
方で

北管は

税札昭め

）着

１道課必

階海理、 西

類条

議市
会幌）

号札

し と

な
し目

出丁

提６

を

しる うう

有す よ い

を有
るう

かど す ）

、か と 。 。
と

こ
る

、
つ第
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ここ詳

平 のの細

成 入入は

十 札札、

三 及の入

年 び執札

八 契行説

北 海

名所約本

る契契日

アイ

。関手及

とにの語

こ約
事お本

るに日 在 す続び

道 公 報

での

る捨税相者員

アイ
す札あ一

落額て事当落

金者る者る部

札をた業

定算額で金とかに

決加

申税

にし）あ額なを免

当たをるをっ

第

９

開に入

財て契要そ号

っ

金 書 規札 札掲札

約 務入
則のげ

効入等 の 第時 有る額 作

に 成
な札に

入及係 条のお

号

８
定 方

決
の 付

者
札 交

落

月 約は明

十 は、書

四 、公に

日 調開よ

達する

手る。

続。
の

火 停
止

曜 等
が

日 有

使貨

を称地て通

務い国
る

す北郵北電す

当用

担
道番道番言

る海便海話

産産及

織水号水号語

組
の

び 林 名林

貨

称務―務－通

部 及部

資－ び資

出業

た金もか入たし事

書はる者

っ額っ免札者

てて税

とい

は当落事に、こが

載札。る

、該札業記落

格です決たと

入金価者

書にとある定だき

札額

、、

に１するこ後しは

。や落共

記円るかと速

満で問か札同

載未のを

第い

れの、わに者企

さ

否他こ消 １て 札びる 要

公税 の２ 限の費 項、 に

にの 定規 。告等 規に る

め扱 よす し定取 に定 ）
を入 定資 者るい りる た

予有 札に たを 落札 め格

法法
方

し 者関

号所

道番場

海話の

北電
産で

水

交 林

す

務―付

部

る

り ― 資

得
る
。

所源源

在管北管
線 札内 課道課

地理海理
幌
市
中―

央

入ず消が業

西
条
３
北
区

消

金数札、費共体

た端

積等企費

額がに見税同

当る加もの業税

にあ参

税の免 該とすっ課体等

は者契事場税 金きるた

で業 の、は約業合事 額
そ、金者

の消額であ者
て出 の
端費のあっ申 分

る 数税

か、書 ５

い する 価な とす 定

金等

に 制の 。件 の者 る条 格

札し 範入反 のた違 限し

最務札 で財入 内、た 囲

源。

無 の則、 低規は

管
線

内 課
理

―

１２３
木次字 定 安立

保指指ア
伐森前 の施のの札 林定
の

定

目
丁
６

林

北

森す 海

る平 道

。成

林 町

告法 役

示 場

年 第

８

昭 次に

和 の備

月

の 額に免そを に分

とえ

を係税の提 相

事構出 当切る

３
すり課に業成す

の 定
立村立次

指アイウ

伐林伐と

木木 主主森間
伐 はと整にお 施のの 伐

効 価第

、し備係り 伐

と 格

定１２
。

も各る
す を条

北

森す 海

る平保指 道

。成

林
告安 法
示定

年林 第

８の

昭

の 和

月

．

業 所採
要つ 目の・ 在に
方 場い

、館
は字

所的件法て・

松字干主浜

前館害伐

防、・ 郡浜のは

松

備択 前

伐 町
の 字に以 次

号年 お置

第 は縦

律 」て

法 りい日

、覧
省に

、る第

しす） 略供号

そ。

採採 業

係２

関の

の）条

画森す のの

択て計ると

に採で林る 方限 要伐伐
め、

件法よを定は度。

と

こ標の

。るる次

るす
齢と

で期り

が伐お

と準
立上る

る以す

き

所

号在 年
第所的

律場 法日目
郡の 第

前砂 ）松土 号

松流
字防 ２

町の の

前出 条

。筆 に 前る４ 図 札よ上

示に
つ す

限次 図にて の分い 次部
示るの に

七 す。図

一

す 分、示 部）に
部 に

海規

北の

を項

類２

書第

道 り

島海 よ

渡北 に

道定
よ

済の

経事 次

庁知 、

支

の
はも

木の。

林う

部堀

の
木。
立る

該す
当と

、

１

西備 第

町
市
る

す
在

所

項

館

の

知 、

道 り

海 よ

北 に
定

規
う

堀 よ
の

事 次

に る、分 限

限 。

る ）、

。 、

）

び林

及達 安

課保

務に

、

市
る

係
に
村

前指

松也 を

指

也 を
林

達 安
保

に

町



定１ 北

森を 海

解平解場 道

除成除所

林
告

予

法
す 示

る年定 第

予８保

昭
和
定月安
林 で 号年
あ日の

北 海

村立次部

アイウ務

木 主主森間の治
の課

の 伐伐林伐と次山

係り図及 伐 はと整にお

て計ると」び 採 、し備

伐伐画森す及積 の

択

道 公 報

１２３

安所立 ）平保場指指 号

林定 第成

定木

年予

月森 のの伐 ８定施 条の

林採 規業

日の目の 定

第

北

農 海

林 道

水

エ庁

告 立次経

産 示 木 間の済

大 第

臣

の 伐と次部

伐 におの林

か 係り図務

ら 採号

森す及及、 の
ると」課

号

村

イウ

平そ主森

成の伐林
十他と整
三のし備
年森て計
八

第。在

律る所

法 林伐画

郡 第

勝 ）十 号

浦
和 ２

平 第

字 ２

町 の

幌 条

。町

に採で林るび丹 限

よを定は度

る次の場

るすめ、次役

とお備

こ標のとに

。る

り」置

が伐おりえ

と準
す、て

き齢とはい

で期
。略覧

立上る省縦

る以

所方 に要

はもしに

木の

に土 知
通

る在的件法 よ
っ郡すの あ丹示砂 が積

にの 。丹分壊 た積部崩

限

美。
字る備

大限防

町

は度。松の

林るびび次

役に

次の町う

、次前よ

おりに安

とお場保

のと
置指

とはえを

り」備林

。略てす

る省い定

す、
し縦る

月に採で

十つを定

四いすめ

日

伐

、と準

はこ標

てるる

伐で期

主が

火

係る以

にき齢

曜

伐木の

る立上

日

項

採はも

定

１ 規

の の
、

道図 り

海の よ

北次 に

堀部 よ

す の

事示 次

知に

、の、供

限 保

に に

分 う

図。

該すのる

当とそす

所び

の及

木。面）

立る
町を

市類

る書

す係

在関

苫
厚

字
町

国）

に海

村北

先
事地
知１
道の
海８

北
堀

で

そに定

、覧予

林
有
国

。旨

面るる

図すあ

の供
書法

係林

関森

び）、

及
類
北和

を昭

定該す

を当と

種、の

海

。所
いの
な木。

め立る

達る 安

に
村
町
市
る
す
在

発北般

指

也） の

。 林

北

道局そ海の 海

長の道縦平 道

が関建覧成

路
告法
道係設に 示

路図部供年 第

の面道す８

昭
和
区は路る月

３４

町林

市産

る水

係道

１２
業収使業面

起事起起図

の業を縦 者用用地の 業

次
達。

示場

ののの表覧

図
也の

北

土

１２３

海

地平 道

収成

作作作

告 業業業

用 示 種期地

法年 第

８

類間域

昭月

号

支第

島律

渡法

道年

北

留） 海

第平

え

道萌 置

成 告開 い

条 示発 次て

に年 第

お８

建 の縦

設 図覧

い月

た解

２３
町
市
る
係

」に ての し
と

除 林的
安目
保

域、整。 号年

及

律次海課

法を北備日

と開び

第の道
お発北

留 第
決建道 ）り局海 号
定設
し部萌

現 １
。設木 第

た建土 条

分分る
す所 名部部 種

行

し川

社特北な旭

称類地
護旭役

福養道市

会別海

ホ永

人人市

法老川所

祉
川ム町

旭ー山

和 号 公平天

日 共成塩
町年 測
７律

量年法

３月第

、

第 基ら） 級か号 ４日
準

部

の 測４条 点月

て 号長 は供

す
ら 省る用

か 、す準日

の 、同
次 し）る

、 略。

お の第
と そ法

り 図

項
測 北１

共 を第
公 面条

風排

れ由

さ
定理

指

量 海 す
と

備地

防用

の路

害水

第

及に び

課所 及

政業 項

び備
北え

て海 ２

道い北 第

海置 条
規

局告知 の

発、道 項

開
開日堀 に

幌の 定

札示事

発か よ

湯

内

福園地

ん山目

ら永丁 規 量日

業
事

設
会建

祉」

次北 、
り
よ

に で定 ）ま

堀 事
り事 お知 と道 の海

施 勝定
実 十規

を 道の

業

北 旨 経る
る 庁よ

す 支に

林が道 測 部知海 、 済通

課っ事 法 務あ知 量

た
る

浦和 び。堀 昭 及た

め

七
二

部週達 北

設２ 、

建ら り
開に一

び、也 道

並間 海

。
た也 し

を達 定
認
の

也 第 場律 役達 法 町年 幌
に
備



別
幕

平 帯

成 広

十 芽

三 室

年 線

八

北 海

更１２ 北

道しそ 海

たの道道路 道

。関路路

路
告

係のの

法
示

図種路線 第

面類線

昭
和

は名

、、名 号

北道区

年

道 公 報

線線
浜

島清
払 尻

猿

奥上

第

路路

天地班道道路

１２
路線

郡か小のの

塩内は

名

別天地類線

遠ら班種
道区

国郡ま、名

町塩内

有遠で

号

の

路路

道路道区

１２３

道名
類名域

種区

の線

月
十 中中中中中中

四 川川川川川川

日

幕幕幕幕

郡郡郡郡郡郡
町町

別別別別別別

幕幕
字字札札字字

町町町町

火

青青田田

千千内内依依

住住

曜 葉葉
町町 番番番番日 ３

道及区

律海道域

法

１１

建び

第

設縦

路所 第

道場 ）部覧 号

整
次 の

び 項

及 １

課 第

備 条

郡郡

尻尻谷谷

奥奥宗宗

尻尻払払

奥奥猿猿

郡郡

上上

字字字字

町町村村
払払

浜浜猿猿

湯湯

国国

林別道域

２２有有 番番

留町及区

道覧

北有発縦

萌国開び

林萌）所

森留路場

部林
林
署森

理部
管北

遠
道寄

班理
林管

）
路

道
発線

開別

４２先先

地地番番地地
らで

かま地地かま

先先

の 規

らで
かま

らで先先

に 、

所 り

場 よ

覧 に

縦 定

て 域

い 区

置 の

え 路

備 道

かま林林

示 の

告 次

、 を

林林
森森

谷谷 らで宗宗
署署
理理
管管

は署

小小
らら
班班
林林

小
班林

員
幅

の
地

敷
間

らで
かま

別
の前後前

後

延

変

変ら
か間 り

日 お

の と

敷

、成
間平
週前

２更

一

班班

縦月の の８

地 般年

の前後前後

後

らで
かま

別
間

敷

備成
に平
所前

場更
変

え

発
長

て月の い８

地 置年

北

道局そ 海

長の 道

が関

路
告

道係

法
示

路図 第

の面

昭
和
区は

らでらで

かまかまかま

らで
一 一

般 般

幅 覧

国
長

。
る延

す
供
に日員 で

かまかまかまかま

道

らでらでらでら

幅

海び海び

北及北及

、
２
ら

か
日延

の
示
告日員

般
一縦

、
間
週長

域、 号

第の道

律次海

法を北

年
と開
お発

更設 第
変建 ）り局 号
し部

行 １
。設 第

た建 条

国 国
のの 道道
間 間

るる

けけ

おお

にに

号号

七
三

区
複

重
の

と
等

帯
道
海

北

北

覧

堀
事縦

知
道
海間

北

道発道

開海開海

道北道
土

函館稚内

局函局稚

発
現発現

開木開木

館土内
部

設所設所

建業建業

発

北場

す
供
に

覧覧

縦
の

部

政 項

堀
事所

知
道

。海

る
北 第

、 び

課 及

海
道 の

部 項

設 ２

建 第

道 条

土
広

課 よ

備 に

整 定

路 規

也
達

所

也
達場

所
業
現

木

縦 道

の 海

次 北

び 、

及 り
開覧



１

市大市な

館都都

函アイ

都計計街野街し

圏市市
を区字調

市画画化町化
発区

画種定域開整

計の
市類めに

北 海

規提 北

都定な 海出

にお）平 道

よ、北成

す 市
告る 計
り関海 示こ 画
、係道年 第

都市建８

と 法

が 市町設月 で 昭
計村部 号き 和
画の都日

道 公 報

のか平道

道そ日路道

の

江

法関ら成

路

線 係２

和面間８恵

昭図週年別

は、月庭
名線 年、一

法北般日

第

第
示

告
道

海
北

号

号

別
更

平
成幕
十別 三
年線
八

化土入びに

街る編及域

のる清入

区市地す字編
川る

及化区土水す

域街

地

市域のの土

び区域地

区

化び域一の

街及区各

域調
区化

整街域

調市部

る
そ 法変民計 。 年の住市

提 第のび課 の 律更及画

案利と

を害す 出

の係。 は ）
次関る 先 号
と人、 第
おは札

覧 ２市 告縦 第

幌 り、 条

道縦供江北

律海の

中 示

建覧別広

第
設に市島

す野北 ）部供東市 号用

路る幌の 第開 道

里 整。

始 条備 第番

び 項地１ 及の ２１番 課

中中

規か先 区 北 の先地

郡郡

川川川川川

中中中
別別

幕幕幕幕幕

郡郡郡
字札

町町町町町

別別別
田共

内依内依内

札字札

栄

中田共
栄 央

町 町 番番 町

１ １
月
十中中中

四川川川

日

町

別別別

幕幕幕

郡郡郡

札字字

町町

火

泉田田

内依依

曜町
番番 日１ 番

海
北項

事
る域

係区
に整

間 に央 の期 項

堀
事
知
道

３ ら満 い北 かの お区 日
日 用西 週の 準条 ２了 て

目

一で る丁 、ま す６ 間
の、 法
般に 同

便

縦知 第郵

覧事

で 道 定らま 海

にに 条番

供平 土北 り幌 よ札 に間

現道 次用成 木海 、
の開 業知

所事 道始

路の に の期

い を置 用え 供日 備堀

地先５先５

番地番地番

ら先ら先

先か地か地

一

道

道国国

国般般

般一一

道

号
）点点

点交交

交号号

かまか 先先先 地地地 ６

４

也
達

らでら

縦幌

アイ札

し覧覧都

市芽市な縦圏

場計

化町化に市

街室街

見 １
供意 第号

区東調供

す
る書 項

３

の。を－

縦広都都

イ帯

覧都計計

市な縦圏市市
のを

化に市画画

街し覧

す、 始て達 開

調供場計

２

。示 る告也

縦路都都

釧ア

計計街路

縦圏市市市釧
千

に市画画化市

覧覧都

ま

ま））

供場計のを区

前前後

でで

でま

後

室区る所道

域芽整す画

一に市に

編の域都路

に

画海る

す部編計北係

入

変建項

土すの道事

る入

区地の部

の土更設

地る
域と計

区の市

域の案都

る所市類め

整す画種定
地

に市化土

域都街る

区

画海域街の

編計北区市
び区域

すの道及化区

入

街及

土更設市域

る変建

調市

の案都化び

地の部

域代
域と計整街

区の市

所市類めにノ

す画種定

化土入の

都街る編浦

る

る部

計北区市地す一

市
道及化区土

画海域街の

市域の

変建び区域地

の

化び域

の部街及区

更設
と計整街

の市調市

案都

でらでらで

まかまかま
帯 一 一

般 般広

らでら

かまか

芽
び
）及
り課

お画

般
一

化

発
開
市

都
部

済
経

町
室

及に整

り課域調

お画区
項

路事

釧る域

び係区

）

区化

市
都

部
市

都
宅

住
市

）及に整

り課域調

お画
町項

野事

大る域

び係区

課
工

商
画
企

国 国芽
室 道道及 のの

線 間
にに間 道に

号号の び 間

別る

けけ幕け

おお道お

道
国

るる る
け

お
に
号

七
四

土
広

課
画

計課

帯
道
海

北
所
業

現
木



５

縦蘭都
室

平 縦圏市

成 覧覧都計

十 に市画

三 供場計の

年 す画種

八 る所道類

北 海

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

道 公 報

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

第

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

号

計計街

市市線

都都種幹

種定
のを

画画別路
名 類め

月 都路

十 市に

四 計北計係道

日

項

の道課事

画海画る路

の部江

更設び

変建及

火

の市市

案都別

曜

お画画

と計企

日 り課部

豊野動江ー

号号号号号
イ 丁幌 け幌公別線

あ８

タ

の合通ン 目大 ぼ総園

江江江園江江

通通通運

市市市市

別別別町別別

市

江公２対江

号号号号号
線

庭沼

恵園番雁長

別別

丁江１江３江

線通通通

別別目別丁別丁別

江江
市市市目市目市

角３南白５

号号号号号

通通通
目 山番大樺丁

通
北目江江２江江江

通通

市市市

２別別丁別別別

条市市目

る
土

・ 域幌 区札 路の
道地号

）、政

市
幌

起札
称別

江

画計
企市

市都
幌室

札策
対
通
交
合
総
局
整課
調画

日幌幌野江

朝野豊西元

江江み江江

町町花幌別
市

別町別別ん別別

江の
元豊町西元

市市市ぐ市

幌は幌幌

け野幌野野

あ

別

江の江々江咲江江

ぼ

緑緑東
別町別木別町別

西東町

砂条町町光

高２

別別

江江３江江江

町６
市市目市市市

別別丁別

野町麻山別

西緑大角江
別

江江２江江江

幌東太

角緑江東高
別別丁別別

山町別野砂

東

江江江々江

丁西太幌町

江

市市町市

別別別別木別

ヶ幌山

角大緑野角

市市

目江江江江江

丘代

山麻

区
央

中
谷別別別別別

大 札
点通
川
大
市
別
終江

点

幹幹幹

路
道
部
策

な幌
主

市

路路路

街街街

線線線

あ野豊西元

市市町市市

ぼ代美幌幌

け幌幌野野

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

緑元工朝

市市目市市市

東幌町町

江町野栄日

上

線線線

幹幹幹幹幹幹

別

路

街街街街街街

線線線

市市市市市

路路路路路

江幌江

西角元上野元

地

幹幹

丁幌別町別

１山野
線線線線線

幹幹幹幹幹

路

街街街街街街街

線線

過
厚 経市

路路路路路路

地区
別

計街街

市線線

都種幹幹

を
画別路路

田状 別学

鷲新環

号号号

登２登３登５

通通通

南

長竹嘉南登

号号号号号
泉 前 農原門温 駅 和エ別

１登町

通通通通通

社坂

町伊伊伊登

イ青伊泉

号号号号号号
街 タ柳丁 永和達 ン

末長

伊

通通通通道通

ー 西東

町伊伊伊町伊伊

裏ア古

号号号号号号号
平 永岡岡岡リ

末舟舟舟

通

号号リ 中中１２萩ト

伊伊伊伊

通通通通通通

定

伊伊伊

名 め
る
土

域車永 区停末 の
地号号

丁

起伊伊

称通通
本 場梅

目市目市目

別丁別丁別

町町町

別草木

鷲若桜

市

別丁別丁

登５登４登５

市目市目市目

別丁

七 鷲新千五

別丁別１
町町町

別生歳

市市市市目市丁

達達達

永原別別

長末竹幌登目

登１登町

町町町町東

和
達達達別丁別

伊伊町伊

松竹幌登

市市市市目市

枝町町温

和ヶ原別別

長

市市市

達達達達達達

町

ヶ

末長松竹網松

市市市
町枝町町枝

永和ヶ原代

町伊伊伊町伊町伊伊

町

市市市市

達達達達達達
永永

末長松松末末

市市
町町枝枝町町

永和ヶヶ

市市市

達達達達達達達

舟舟舟舟有南

市市市市

町府

永岡岡岡岡珠稀

末

伊伊伊町伊

町町町町町

達達達達達達達

伊伊伊

弄向南

市市市市市市市

岡岡月月有稀

末舟舟弄

達達
町町町町町珠府

永

伊伊

点町
下町
山錦

市市
町
下町

山旭
市市

達達

終

丁別丁

登４登４登４

点

柏

市目市目市目

別丁別

登町
町町町

別草木

鷲若

達別丁別

町伊伊伊登１
幌中

市市市市目市

達達

町別

和永原別登

長末竹

伊伊伊町伊伊伊

町町町

市市市

達達達達達達

町

ヶ

末長松梅鹿松

市市市
町枝町町枝

永和ヶ本島

達

伊伊伊伊伊伊町伊

町

市市市市

達達達達達達

末舟舟弄弄向南

市市市

町珠府

永岡岡月月有稀

な達達

主伊伊
町町町町 町町
下永 過

山末 経市市

地



街

市線線線

都種幹幹幹

定
を

画別路路路

計街街

名 め

北 海

６

幹縦広都
帯

画

街覧覧都計

線縦圏市

す画種

供場計の

路に市

る所道類

道 公 報

線線線線線

幹幹幹幹幹

路路路路路

街街街街街

第

街街

線線線線

幹幹幹幹

路路路路

街街

号

幹幹

平線線

成街街
十路路
三
年
八

る
区東弥西 の

地号 土号号

北

称通通通
広 大生 域帯

広７広１

起帯南帯南帯

市丁市丁市丁

広３

都路

市に

海部る路

号計北設係道

変建市項

の道都事 千画
都課 通の部画

更設計 歳

お画

５登８と計
の市

案

目市目り課

丁別丁

中円石桜片

号号号号号

通通通通

校山山木倉 学
登３登町登町登２登

通

市

別丁別３別１別丁別

市目市丁市丁市目

駅町

柏北東本

号号号号
２登６

通通通通

前東 木

別丁別丁

２登１登２登
目市目市目

丁別丁別丁

目市目市

月
十
四号号

日

通通

士
富西

火

曜

別丁別

登３登

日

東目東目西目

市目市

４
終帯南帯帯南

点条条条

広広５ 広
東目南西目

市丁市市丁

４町

帯南

点条条

主帯南帯
広丁広１

市

町別

別登

幌）、

な広

目部 丁別丁設 ６登６建
課

画 町計 歳市 千都 目市

桜片
丁別丁び

６登４及

歳別別木倉

千登目登目
登町登５登

町本本町町

３別２別丁別

登３登町
市丁市丁市目市

別丁別

倉

千登目登目桜片

市目

登

町東本町町

歳別別木
丁別

登３登町登町登３

中中幌

別丁別５別５別

１

町町町町

木央央別

柏

別丁

５登５登５登５登
目市目

丁別丁別丁別丁

常桜常中

目市目市目市

登３

町町町町

盤木盤央
丁別丁

４登２登７登２

木別

桜幌
丁別丁別丁別

市市

別目別

登丁登

町町
別

登５登

１町

町木

幸桜

別丁

大西目 経市丁市目市丁

過
東目
４通

８

地条南条

都都種幹縦標
中

計街覧覧都

市市線縦津

供場計

画画別路に市

計

歳市

千達

目市目伊

のを

７

町建

幹幹縦茶
標

計

街街覧覧市

線線縦都

丁市目市

供場画

路路に

目登目桜片

市目市丁市
東町町

歳別別木倉

千登

線線線

幹幹幹幹幹

町東

路路路

街街街街街

線線

市目市目市目市目
路路

町

木士盤別

柏富常幌

目

線線線

幹幹幹幹

町町町

市

路路路路

街街街街

線

幹幹

町町

士川

富新

市目

種定す画

路路

街街

線線

る所公 名 類め

都園 る

る

道地計北係

土号市に

前 区の道事 駅 路の画海
の部 央更設 中 域変建項

起標と計
の市
案都 称通

す道

る所路

都に

市係

画海経事

号号計北町る

が

の道済項 西南

変建部

通通の部市

号丘更設都

５と計課

の市発

案都開

芽芽

南西２西西

号号号号号

丁 ３
通通通通通

線号目号号

芽南芽１芽２芽芽

美丁

本上６新

号号号号
６芽南

通通通通

生目生

９芽丁芽９芽

通

地業 団工 業
工西

号 号

町り課

茶お画

帯北芽

通

町
茶

点茶標

標び

字）及

標建 字部 町済 茶経 終標

課

室室丁お画

課 点茶設

通帯

東本）、

町町目り
市 芽芽南都

市

室南広

芽
西目発 町町丁開 室室５

室

計
市 室条都 芽３部 東

目町町

室３室丁室丁室

目西西芽東

町丁町目町

条条条室

３３８室芽

西

丁室

芽南芽南芽芽６芽

町町目町

室３室９室室

目西目東東東

町丁町丁

芽

東
３３芽

丁室丁室２
条条室条室

町目町目町丁

丁室目室
４８３

本東西東目

目町

南芽６芽南

１条条条

通

室９室丁室５

２芽丁芽

町町丁町目町丁

丁室目
２９３

本西目東東目

目

丁町

広１室

８条条条

通

９

西目西

市
丁町

広１室

帯北芽

条条

市 七西目西 六９

過
字 経町

な茶
主標

条条

室丁課

芽芽６画

地茶
標 通芽

東本び

町町目及

室

南芽２芽７芽
室南室

芽

室４室丁室丁室

芽３芽
目町丁町目町目町

室丁

芽

本西目東東東

町
通３７

１芽丁芽南
南条条条室

室丁室目室３

５芽丁芽

目町町目町町丁

丁室目

条

通４通３

本東本東目

町

広１室

帯北芽

５条６

９

西目西

市丁
条条



縦

平 縦

成 覧覧

十 銭変名志に

三 更 亀海供場

年 ポ苔す

八 後ポる所

北 海

の変ポ名

そ

考訳のプ 更 排備内他ン

区））施前施

水

道 公 報

イ
水変変

排
位

後

水考訳 区更更 排備内

置域前区））

第

９

９縦館都都

函ア

覧都計計

・縦圏市市名

計のを

・に市画画

６覧

類め称

す画種定

１供場

ゆる所下

号

計計す

市市更

都都変名

め
種定分

のを部

画画る

ン 類

月 ン都

十 プ市 プ

四 場称場計北

日

設

函位函変建
の道

画海

市市の部

館館更

火

海海の市

志志案都

曜

町置町お画

苔苔と計

日

は館

域面南函設設

り課

位

図理 理 括処

総湾称 処

と約約約

の
示

表積区区

お
り

置 」

処

総湾 処 は館

域面南函

の
示

表積区区

図理 理 括
お
と約約約

り
」

地函

の市道土

め都水る

海係水の館

森計北に下

共

園の道る道区公

公画
部水

更設項下

変建事域

計

郡の市

津案都道

標の

土
る

津り課

標お画

中と

）及

位

域
区称

園の
公地

道
水
下
局
道
水
市

館
函

び
画
計
部

理

処処処

ちちち

ううう
約約

域域域

区区区

理理
約

）））

理

処処処

ちちち

ううう
約約

域域域

区区区

理理
約

中中

字び

町）及

）））

部
道
水
設
建
町

津津

標標

課
理
管

置

く
づ
街

北 ２３

道
海

開所開

室 発及発

蘭 許び許

土 可氏可

木 を名年

現

事１

受月

北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
釧

区地

計
了 路画
し年域域 支

た８又の

法
庁

。月は名 告

縦
に
覧覧
縦

イ

室
進
推
り

排備内供場 水変変

排
位

排備内

計

圏市市名

路都都

釧ア

計のを

市画画

都計

業 け日

所 た及

告 者び

示 の番道

第 住号

室

号
３

蘭 釧平

土

郡８

路成

木 釧年

路現

工称

昭

町月

示和

日区 第

に ６

含

年
号

第
律ま

法

釧
釧 第

郡 ）

路 号

路

））る所

水考訳す

町 条

は路路市

域面釧釧都

区

支

積分分画海

総市町計北

表変建

図の道

括

庁

のの部

示約約約更設
案都 と

の市 お

と計 り

区））後

水考訳 区更更

は路路

域面釧釧

置域前

約

表
図
括積分分

総市町

の
示約約

と
お
り

土

水る

下類め称

画種定
公

係水の路

に下地釧

道

道
水

項下

事域共

る道区

業

保日

別３

所

丁釧

１

告

目建

示

－

地８

番第

１指

七 釧４

七

５ 項

保 １

別 第

長
町
路号

定

海目 規

北丁 の

道
ほ 次

支 る

路地 よ

釧番 に
行

北筆 発

２ 開

長か の

庁

告 」お画

ちちち）及

うううり課

理理理釧

処処処び

示

宅
住

域域域市

区区区路
都

約約約

市
部
都

」

）））市

理

処処処

ちちち

ううう
約約

域域域

区区区

理理
約

澄
原
菅

）））

る

区 す

勝工 関

３ に

第 為

課
画
計

工

利）



１ 北

次 海

の平随除 道

と成意雪 室

契ト

所

お 蘭 在

り年約ラ 土

随８にッ

地

木

意月係ク 現

る 契 業 北

約日物 所 海

北 海

５６７

般般成約名

契一一平契

約

に の競競

相争争年関称

手入入北す

方札札海る
室務海

円円をの道事北

決公

道 公 報

４
落

氏住氏住氏住札
金

名所名所名所額

室北札道札円

崎蘭海幌栄幌

第

１２３

ザロ札成札

落ー落平落
者

札ロ除
雪 にー２ーを
７氏

ト 係タ台タ決年の

除し月名

ラ るリとリ定

及

ッ 物除交
ク 品雪換雪た

等車）車日日び

号

と成
の平

次
平お
成り年
十一８
三般月

年競

八争日

の品 告

相等級 道

示

手の、 室

第 蘭

方名× ４ 市

を称 号

町決及、 幸
９定び・

た量・ 番し数

道

） 海付 北ク
ン 号。タ

当蘭

し土担室

定告蘭を

続業る木

手現す土

た木

企

示の所

告織業

所組現
び務

号及総

２称画

第名

械清

産市道市機市

所部

株岸菱石株田

業海三白
そ中会平

式町ふ区式区

２２

社丁う央社岡

会３
番車１３

３動条条

目自
１７

号売目目

２販丁丁

式番番

株

の住
所 名級
、 称
及
び× ・・

、 数
量

・級

）・ 級）

台台 １
１２ 付

月入

十札

四に

日

者
札

落
り

よ

火

決
を

曜

し北

定

日

木
土台 蘭１ 室

道

た海

ク
ッ 長ラ 所ト 業雪 現除

課
地務

在総

と 藤台
１ 安

会 台

社号号 ロ小 、
タ除 ・ ー型

除車

・ リ雪
交 台 １と １ 車台 付 雪２

）台 換２ 交）

と換 ） 台

長
所
業
現

木
土

蘭
室

。道

３４
宏）

換 康交

藤
安

平落落

成札氏住氏住札

者金

年の名所名所額

７氏

１２
月名

ロ）ロ）札

平随換換落

契ーを

成意

ー
リ ８にリ定

タ 年約タ決

月係除し

北

次

７

海

の 道

と

契

留

お

約名所

萌

り

に在

土

一

関称地

木

般

す

現 る

４５６

ド
雪

除

契随随地 随

約意意方 氏住意

の契契自 契

相約約治 名所約

手に法 に

随

２３
宏

康

係円方よ施

契

意成意

随平
契

相月相

の７の

約年約

室円 及株札
会市産市

日び式幌崎蘭

日稲株岸

所社手業海

住

社丁

除稲会３

本区式町

６番

製条３

機３目

雪穂

る雪た

除

目号

所丁２

作

雪

品

車 日物車日

等
の
称・ ・ 名
及
び
数級

競

）

） 級 量

業

争

事北北

所

入

務海海

告

札

を道道

示 担室室道

に 第 当蘭蘭

留よ ２

り

す土市

号 る木幸萌 組現町落

土

の所番者

織業９札

木を 名企
称画号決 現

令

北札るをっ行
及総定

道市約定理

海幌契決た

央額た和

い中金し由昭

す
ゞ区手

車森令

動の政

自宮続年

株２第

式条

手
社丁）

会１号

手

及

定名

決氏

をの

方日方
所

日住

たび

し

道台 台 海１ １ 北

地
番

留

リ 木タ タ 土ー ー 萌ロ ロ

車 車 所雪 雪 業除 除 現リ

川台 台１ １ 長

業

所部た

び務し

所

地務
在総。

告

課

示

目第

２

条 番

の
規
の
号

６
第
項
１

第
２ 号

七
八

端 定

交交

稔とと

））

級級

。
る

よ
に



４５
約意

随契随

住意

平 の契 契

成 相約 所約

十 手 に

三 方 係

年 札る円円円を

八 幌契決

北 海

２３
成意氏住氏住氏

随平随
契

意
契
７の

約年約名所名所名

手株室日旭札

相月相

の
手
方日方式蘭産川幌

道 公 報

１
ロ）除交除交

随換とと

タ））
雪 雪 契ー換換

意

ッ 係除

ラ ラ にリ

ト ト 約
物車

ク ク る雪

ッ

第

北

次

７

海

の平 道

と成

平契

留 成約名所

お 萌 に在

り年 土

随８

年関称地

木

意月

北す

現 海る

契 業 道事北北

約日 所 留務海海

号

５６

約般般

契一一

の競競

相争争

手入入

方札札

決公

円をの

月 市約定

十 東金し

四 区額た

日

条
２

穂
苗続

東手

火

丁
３

曜

２
目

日

末野

をの会市デ市日
番

栗江ー広自

決氏社入ィ

車

し及林町ゼ１動

定名

株

たび商１ル条

日住会番旭
販目会

所地川丁式

株番
売５社

式
社

会号

品
等級級

、 の

輪 称４ ・６ 名、
輪

駆 及

駆

動 び

動 数

、 、

級 量
）・ ・

１付 北・

） 海

の

台

告

相

萌を道道

示

手

土担留留

第

方

木当萌萌

３

を

現す土市

号

定

所組現之決

業る木住

た

示の所２し

告織業江
総

１称画目。

第名企丁

た
し

定告

所部
び務

号及

続
手

付 道

号

タ１ 土ー台 萌ロ）１ 留

除雪 現リ除 台 木

ト 長車レ 雪 所雪グ 除 業

１ ッ 川台ダ ラ

１ー

ク台

１ 端

２

係
財

管
課

地務
在総

台

札成札氏

落除落平落
ア

者名

札雪
にト者

るッ決８氏

係ラを年の

契一一平契
アイ

約般般成約北北

に海海 の競競

相争争年関道道

手入入度す釧釧

級
）

稔と級

１

） 交） 級

住札

落凍落平落落

アイ

者名所金

札結札成札氏

に防者
剤決８氏

係止を年の額

る

北

次 海

の平 道

と成 釧 所

お 路 在

り年 土

一８

地

木

般月 現

６７

契自に

意方約名

随地契

よ施る

に法す

約治関称

し１及産

物ク定月名日

５日住ィ

等た日びデ

品

道

及ル

称ゼ

名台所ー

の

式
株
売

量販

数東

び

土市

円方札札北る路路

決公道務水双

をの海事
路担業町

定告釧を現葉

木す企丁

た土当所６

し
続現る画目

手

業組総

示名総

告の部

所織務番

物散定月名株札

第称務

び会市

品布し１及式幌
稲

の日住社手

等車た日

台除稲

称１本区

名所日

量製条

数機３

び雪穂

及

目
所丁

作６

競 業 北

争日 所

入

海

告

札

道

示 留道

に 第 萌

釧よ ２

り

市

号 住路 之落

土

２者

江札

木

目決

丁を

現

道

た令務海

っ行事北

定

理を
す土

和当萌

由昭担留
所

令織業

政組現

年る木
名企

第の

社
会

）及総

号称画

七
九

地
在
所
号び

１及課 業

た海

し北

所

釧

。道

告

路

示

第び務

宮
長
所
業

現
木
土

所部
在総

１財 第管 ２課 の地務 条

二
英

川

規
の
号

６
第

項係

。
る
よ

に
定



５６７

意方約名所

契随随地契
称地

の契契自に在

約意

る

手に法す

相約約治関

海

をっ行事北北

方よ施

決た令務海

北 海

２３４

意氏住意額

随平随随月

契契

物意成

品契
等約年約名所約

のの７のに

数相月相係

手日東る円 量手
方日方本京契

道 公 報

１ 北

次 海

の平随 道

と成意物 教

契品 お 育

り年約等 庁

随８にの 上

意月係名 川

る称 契 教

約日物 育

第

約北北

契一一平契
アイ

に海海

約般般成

の競競

す釧釧

相争争年関道道

札札北る路路

手入入度

をの海事土市

方

号

イ
落

平住札
成所金
十額
三
年円 帯

八

定理を道道

広

和当育川

し由昭担教旭

す庁市

た
手

６

政組川山

続年る上永

第の育条

令織教
名局

）及画目

号称企丁

第び総
所務番

氏気港金

１をの電都約

及ー芝

定名リ区額

式決
し
）日住株丁

台たびス５

所式目
会
地

社番

式
１号

の品１ 局

相等月 告 道

手の当 示 教方名た 第

育を称り ６

決及の 号 庁定び単

上

た量）

し数価

川。

教

海パ

北

育

現葉

決公道務水双

道ー

６

し路担業町

定告釧を

目

手木す企丁

た土当所

続現る画

業組総

示名総

告の部

所織務番

号び
１及課

第称務

月市

十西

四
日

目
丁

１
北

条

火

番
３

曜

号

日

在課
理 第管 ２校 の地学 条地

に
定
規
の
号
６
第
項係 １

学
等
高
業
商
別
士

道
海

北
）

校

局

育ナ

教ソ

告庁ル

示

局ー

育ュ

教ピ

川ン

上コ

。
る
よ

地
在

所

村
河

長タ

免 規成転 の平運 項
１

許 定
り月得 よ８取 に年

北

運

７

見

転 方

免

契

面

許

約名所

公

取

に在

安

得

関称地

委

者

す

員

３４５６

将
猛

る

契一一平 落落

約般般成 札氏住札

の競競 者金

相争争年 の名所額

手入入北 氏

１２

名円方札札海

北

次 海

の平落実落平 道

と成札習札成 教

に船を お 育

り年係若決年 庁

一８る竹定７ 実

般月特丸し月 習者
教 、

取う 許行 免を 転育 運日
を海

育北代

教変 者
得者

教
う北

表 行道更

会

育

事北北

告

の

務海海

示

認

を道道

第 担教函道

定 当育館北に 号 す庁市

見

組習原す

る実美関

方

織船４る 面 の管丁規

公

称局６

名理目則

安

及番平 委

館決公教

及函函をの道

し庁

住工市定告育

び東
町手習

株野た実

所業浅

理

社番管

会３続船

式
締第

取示

表告

代号局

定第た 競 船

争日役二日日 管

入務種 理

札の中 局

に名間 告

よ称検 示

り及査 第

落び工 ２

札数事 号

定海式

決北一

を
者量

道
教
育
庁
実
習
船
管

の変 ら面

か方前 者 者見

お員更 と委氏

の安

次公

の長

更員後 変委

り会名

成
が

更 出藤

届変

び

員 所号

在年 会

地国 告家

示

１

４
第

則
規

会
員

委
安
公

た教

し道

輔
英

村
津

号

役

長
局

理
管
船
習

実
庁

。育
石

理
局
告
示

八
〇

条

裕日 。
た月

っ
あ原年

雄
良

田

第
条

７
第

）



６７８

認員捕員

承委採採採委

捕捕 そ

平 数 の者会の会

成

の 他数はの期は

十 期 委の、間、

三 員制とはと 制

年 会限ど間、限ど

八 がの平の

北 海

４５

試漁そ認の申

承承承次

のの験具のをい請

認認

れが 対対研被他しず者

員いか漁 象
象究害委な

は用の会場に業

者の等

、に漁が合該に

者

道 公 報

採北承と、

会き

１２３

定こ

下のど 捕認 の海以どと

示の沖の採採

指道
員の承 承手 に合委捕捕

義い認域会続承認

お海

てに」認申

第

１ 北

北項 海

の平 道

規成

海
連道
定 合沖
に年 海

よ８

合
区

り月

海
漁域
、 業に
次日 調

号

網動
人自

法走
団網

社会
区校

地学
走車

月 特採成採

十 捕 に捕

四 必の年数

日 の 要承

日限

あ者１高

が認月最

とのか度

る数

火

め高平別

認最らを

曜

定

る限成に

と度

日

次供業特当関
きを年め

害認るる

のし被にすす
合令

ずうをめ場法

いよ
かす止者はを

れと防た

該者よ承守

にるし、遵
し精

すとをる

当う認す

の者いを

もるな神

るす

いい受書

、おとを請

ど、。よ委

とてうけを

とどのと会

」と）う員

、採認る提

はを承すに

シし受はし

ア捕を者出

亜うな別け

カよけ、な

の
お

目とけにれ

整

と
け
委 指 道

お
る
員と 連り 会ど 合指 指

示
の
示 海

す北

採
第捕 区る海 ２に 漁。道 号

連

つ

業

て合

い

調

、海
整

る

弘
乾

協
全

安
通

交

漁区

の

に月も

。別６

定

。

もでる

るます

め日と

著

。
る。

する

とす

のと

者
く

。欠

るく

すし

と。 すれ定ば

。
き
と
る
あ
で

シ者なるら

アるばめな

科、などい

カはらとな
承

の海。捕

）北い採。

海務

を合事

ど連認

と道

漁

業要

。漁扱

う区取

い
委

法業

業

員調

示会

員 和委

昭整
石 第

律長 法会 年会

成
平

明
廣

山
羽

）

黒 号

年げ

６
年

釧

釧法釧る 路

路律平路期 十

管第成管間 勝

内は 内 海

年白、 白 区

糠８糠 号 漁

町月町さ ） 業

指

の定示の

この指こ

領
と効の

示る有示

指めの

基

整に

調領

定こ期有

に

員づ

委

所委報承によ取

き合に
委扱

。持員告認報り

る

のの受す員

販会書を告
とに

の承提ける会要

売

勝 第

禁認出た

三

第

郎 条

員

委承承採委件承委

条
会付会
認 員認認捕員を

受制はけは の 会証をの

、携け限、、、 取 はの

６
月

採帯た又と又承 消

日
９

を

認 捕認。

採承い承
な

制た交

のけの 法受証 方

のけ 第 の 調

日茶・ 茶 整

路路ま 条 委

川川す 第 員

河河」 １ 会

口口を 項 指

付付採 の 示

近近捕 規 第

にでし 定 １

お釧、て に 号

る十表な づ け路次は 基
、勝のら き

もよ間

るに期

めろ間効

のるは委釧

の。、

路

か成

ほ平

十員 、

勝 承年

認海 に月会 係１区

告

止を等者と報領
る日

一、な

け、にし

受はも
ば

者間捕れ

い週採け

な

そ間ら

採に期な

が毎の
。

た採了い

しの終な

捕
と捕後

ど数

採を

捕義者はどはし認

、件繁捕受

の務は条の
保停た

認と及殖のけ

承

が

しを停護止者

をどび

と捕は指こ

た採止又を

はる業す指

きす漁示の

申き整この

、と調る示

、
は
限者付

請に上と内 採
る

め
定
に

別
が
会
員

委

の け区欄い 次 さ海左な

お ま業掲た と ・漁に。

制 」整るし り す調げだ

す 捕員域北 限 採委区、

る に会に海

八 。 つ会お道

一

花、漁

てて面

い長い海

漁同業

、

漁

扱ら

取か

指業

に成

い平

調

つ

示整

は月

て９

い年

、
承す

捕と

採で

どま

と日

に

こ揚内

、び以

は及日
処の

所の捕

を後採

れ収

又況に

、状果

し理結

持

別

売属て

販所い

はをつ

要でに

者は必が容

しす

ある反

と当がき違

に、
認とた

採承る。し

ど該

は

認をめき

承証認と

捕

しき承

を帯と、

証携る

取

すけ、を

付なは認

交

の
外

以
法
方
の

捕

るれ承

川表調

採
を
ど

と
で

法
方

俊右規

法の整

業
和雄に

昭欄則
掲昭

るに

要
扱
取

務
事。

認る

ら協る

な業め

は漁定

て ば認消

。
い組式

な同様

と

とら制こ

のなをす

も

。、で

るいしが

すな限

ら
な

は
て

し
捕

。



毎
週
火
・
金
曜

北 海 道 公 第報

左沖よ

こ合っ 海の方て

右ににま

表位囲 岸

よおれ 海るけた

口当面

河る海 岸

号

の
和こ

北り口

年限河

平海で区及

成道なび
十規い沿
三則。岸
年第

八

日
発
行

付該を 左

近沖い

の合う 方

域離
区距。

右

はの
、点 方

左を
右結
海ん
岸だ

沖

平当及
の線

月号合 十）方 四第位 日

真

定） 規位 の方 条

火

よ
に沖 域

曜

、
り合

日知

（
購
読
料

距そ 成該び
離れ

との 月点れ ８のぞ 年

、当
点合 らの沖 かそ該 日

かの
ら点 月

そを

受
を

可
許期 の

事

れ結 日 間 す
捕
採
が
者
た
け

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

該に
当線
れだ でぞん ま

、
は
合
場
る

円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

八
二

ト法
株制
式文
会書
社課道


